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矢吹原開田地赤枯症と品種間差異

渡　辺　　正・中　村　壮　一

（福島県良試・研究員）

1．は　じ　め　に

本県西白河郡矢吹町一帯は，洪培層火山灰地帯で．農

林省矢吹原開田計酎こより現在すでに相当面積開田され

ているが，赤枯症の激発によって水稲の生育は思わしく

ない・赤枯症の症状は7月上旬気温上昇とともに生育停

止し，上から3枚日あたりの糞の先端より赤褐色の斑点

を生じ下乗は先端より黄化枯死し次第に上薬に及ぶも

のである・赤枯症に関しては遼元過多によるK吸収阻蕃

とか，それに基くN／Kの不均衡が原困といわれている

が，品種間にも相当の差が見受けられるので，本症に強

い品種を選抜し，併せてその発生機群を窺うべく，次の

ような試験を行った．

2，試　験　毀　計

試験田設置場所：矢吹町西浦

供試品種：本県平坦部門　水相品種17

本田施肥条件：A区（N2Kl）B区（N2K3）

C区（NIKl）D区（NIK3）

但しNl（N反当1．53貫）N2（N倍塁区）

Kl（K　〝1．01）Ⅸ3（K3　〝）

なお燐酸は反当1．53貫である．また上記施肥区につい

て硫酸根肥料区及び無硫酸肥料区の計8区を設置した．

3．試験慈過概要

活着は良くなく相当の時間を要し，その後7月上旬よ

り赤枯症の発生が認められ漸次増加したが，前年程の激

しさは見られなかった．また生育後期には葉の蛭色化も

見られた．

4．試験結果及び考察

穂重と施肥との関係を第1表に示した．これによると

（a）一般にNの少い場合に無硫酸で増収効果が見られ，

（b）Nの効果は硫酸根区のみで明であり，（C）Kの効果

は何れでも認められ晶級別にいっても効果の上る品種

が多い・（b，C）からみるに硫酸板区では，NとRが相剰

的に効果を表し，無硫酸根区ではその反対の偏向が窺わ

れる・第2表については，（a）硫酸板区で何れも斑点は

第1表　穂垂の動き

（第2表）　（赤枯症発生の動き）
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第1表：5株穂重（g）合計量について計算
第2表：（）内数字　0～5（甚）の6段階に分けて5

日調査し，その平均値について計算

第3表　穂重及び赤枯症

斑点発生屋の平均値比
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増加し，（b）Nほ発生を助長し．㈲Kは硫酸根区で助長

するようである．

次に品種個々について検討してみると，第3表から

（a）赤枯症の発生が平均以上と目されるのは（※）印品種

で，（×）印品種も生育状態から弱いとみなされた．これ

は一応の目安であるが，更に（b）で（＜1）なる品種をみ

ると上記品種中尾花沢6を除く全部が発生量平均以下で，

硫酸板によって赤枯症の発生が増加し易い品種であるこ

とを示しており，（り穂重の平均値比はこれ等グループ

とは一定の関係がなく，品種及び栽培法の差の現われで

あって，赤枯症の抵抗性の強弱と平行しなかったと思わ

れる．（b）上記グループ中アキパェ・ササシグレを除い

ては何れも平均値以上で（＞1）無硫酸択下での増収率が

平均値より高いことを示している．次に赤枯症に強いと鶴
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思われる○印品種は，（b，d）の値をみると，（※）印品

種と略々反対の傾向が認められる．品種とN及びKの関

係については明かでない．

5．む　　す　　び

赤枯症の発生機掛こついては硫酸板によって尭生は増

加し，Nも同様であるが，Xについては両面があって断

定し難く，これはこの外に何か他の生長制限因子（燐欠

とか漏水などの）が介在しているためRの効果が明かで

なくなるのではなかろうか．品種については略々強弱が

判明し，その強弱と硫酸板との間には明かな関係が見出

せる・また葉の鐙色化は，赤枯に弱いチョウカイ・尾花

沢6・コガネモチ・農林21・北陸60等に多く．赤枯症と

関連あるものと思われる．

穂早期の水銀剤撒布が稲の頸イモチ

発病に及ぼす間接的影響

中川九一・小林　裕・板木　衛

（福島県農試稲熱病指定試験地）

1．ま　え　が　き

生育初期の稲に水銀剤を撒布し，その後新らたに展開

して来る薬が薫イモチに強い抵抗性を示すことは岡本氏

等（1953）によって報告されいてる．

筆者等は頭イモチの場合，穂争期に撒布した水銀剤が

直凌附著しなかった穂頭部において次後の頭イモチの発

病を少なくすることを接掛こよって確かめて来たので，

更に分けつ位別によるところの稲の生理的機能の強弱や

出穂の早晩から，「分けつ」位別にかかる場合の発病差

がみられるのではないかと考え，1958年はこの点につい

て試験を行った．

また奈須田氏等（1956）が菓イモチについて報告して

いるように，効イモチの場合も薬剤撒布によって抵抗性

に関係すると思われる葉内及び穂内成分の変化がみられ

るかどうかについても確かめた．

2．試　験　方　法

頸イモチに弱いササツグレを1／20，000ポットに栽培

し，PMA乳剤の1，000倍液を出穂直前・出穂始め6日前・

同12日前に撒布し，出穂直前より出穂終了までポットを

恒温器内（24～26℃：湿度100％）に入れ，穂頚部の霞

出した日毎に三沢氏パルプ法により接種した．

また別に次の構成により臨場で撒布した稲の出租時の

止葉と穂（脱粒した全校梗及び穂頚部）について窒素及

び珪酸を分析した．

撒布区別

標準無撒布！

ボルドー液■　8斗式石灰3倍畳　反1，334石

PMA乳剤：晶警豊野認諾髄君よ，000倍

PMA粉剤3kg月塩竃石灰（Hgo・25％）

PMA粉剤叫謂監完γ石灰（Hgo・25％）
撒布時期：出穂5日前．出穂8日前
供試品種：ササシグレ

3．結　　　　果

得た結果から勢力強く出穂も早い瑚主稗＋1次分けつ

群と（B）2次分けつ群に分けるとその発病率は第1図の如

く脚の出穂直前撒布22・2％，出穂始め6日前撒布24．0％，

価の出穂直前撒布20・0％でこの三者はほとんど変らず間

接的効果が強く現われているのがみられるが，㈲2次分


